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一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
印
日
民
間
交
流

―
ベ
ン
ガ
ル
と
日
本
の
文
化
交
流
を
中
心
に
―

シ
ュ
デ
ィ
プ
ト
・
ダ
ス

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

日
印
民
間
交
流
史
、
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
、
岡

倉
天
心
、
パ
ル
ク
・
ハ
リ
ハ
ラ
ン
、
ム
ク
ル
・
デ
、
ホ
リ

プ
ロ
バ
・
タ
ケ
ダ
、
ベ
ン
ガ
ル
と
日
本
の
民
間
交
流
、
近

現
代
史

は
じ
め
に

本
稿
で
は
印
日
交
流
史
、
ベ
ン
ガ
ル
人
と
の
交
流
史
を
扱
い
タ
ゴ
ー
ル
と
岡

倉
天
心
の
出
会
い
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
民
間
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
人
物
を
取
り
上
げ
た
い
。
例
え
ば
陶
芸
と
の
関
係
で
来
日
し
た
パ
ル

ク
・
ハ
リ
ハ
ラ
ン
、
美
術
家
の
ム
ク
ル
・
デ
、
日
本
人
と
結
婚
し
た
イ
ン
ド

女
性
│
ホ
リ
プ
ロ
バ
・
タ
ケ
ダ
な
ど
で
あ
る
。
取
り
上
げ
る
人
物
に
つ
い
て

の
研
究
は
イ
ン
ド
側
は
も
ち
ろ
ん
日
本
側
で
も
研
究
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
な

い
の
で
出
来
る
だ
け
こ
う
い
っ
た
光
を
当
て
ら
れ
て
い
な
い
人
を
研
究
し
て

再
評
価
し
た
い
と
試
み
た1。

宗
教
、
信
仰
、
文
化
、
経
済
、
政
治
に
関
す
る
日
印
関
係
は
一
五
〇
〇
年

前
に
遡
る
。
仏
教
、
イ
ン
ド
思
想
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
、
仮
名
、
カ
レ

ー
な
ど
多
く
の
も
の
が
、
イ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
伝
播
し
た
。
例
え
ば
、
イ
ン

ド
の
楽
器
の
ビ
ー
ナ
は
、
中
国
を
経
て
日
本
に
来
て
琵
琶
と
な
っ
た
。
日
本

で
は
、
イ
ン
ド
は
天
竺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
人
の
多
く
は

「
日
本
」
と
い
う
国
の
名
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
一
方
的
な
文
化
伝

播
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

イ
ン
ド
文
化
の
日
本
文
化
へ
の
影
響
を
さ
ら
に
あ
げ
る
と
、
よ
く
指
摘
さ
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れ
る
よ
う
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
字
母
表
を
起
源
と
し
て
仮
名
の
五
十
音

図
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ
女
神
が
吉
祥
天
、
イ
ン
ド
ラ
が
帝

釈
天
、
と
い
っ
た
ふ
う
に
名
前
を
変
え
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
が
仏
の

守
護
神
と
し
て
日
本
に
入
っ
て
来
て
、
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
ご
ろ

始
ま
っ
た
祇
園
祭
が
イ
ン
ド
に
起
源
を
持
ち
、
イ
ン
ド
更
紗
や
ベ
ン
ガ
ル
由

来
の
弁
柄
縞
が
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
来
し
た
。
併
せ
て
、
染
め

物
の
技
術
も
伝
わ
っ
た2。

明
治
時
代
、
一
八
九
三
年
、
ベ
ン
ガ
ル
人
の
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ

が
来
日
し
、
日
本
の
知
識
人
に
強
く
影
響
を
与
え
た
。
岡
倉
天
心
も
そ
の
一

人
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
か
ら
始
ま
る
印
日
民
間
交
流
が
あ
る
。
思
想
家
岡
倉

天
心
が
イ
ン
ド
を
訪
問
滞
在
、
タ
ゴ
ー
ル
と
親
交
し
、
ま
た
、 

タ
ゴ
ー
ル
も

日
本
へ
深
い
関
心
を
示
し
、
五
回
来
日
し
た
。

日
本
は
、
明
治
維
新
で
近
代
国
家
に
な
り
、
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
は
じ

め
、
一
九
〇
四
│
〇
五
年
の
日
露
戦
争
が
、
英
国
か
ら
の
独
立
運
動
中
の
イ

ン
ド
に
大
き
な
希
望
を
与
え
た
。
ベ
ン
ガ
ル
人
で
「
中
村
屋
の
カ
レ
ー
」
で

お
な
じ
み
の
「
イ
ン
ド
独
立
連
盟
」
総
裁
ラ
ス
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
が
イ
ン
ド

独
立
運
動
に
努
め
、
国
民
会
議
派
内
の
急
進
派
ス
バ
ー
ス
チ
ャ
ン
ド
ロ
・
ボ

ー
ス
が
日
本
の
協
力
で
イ
ン
ド
国
民
軍
を
組
織
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
を
実
施

し
た
。
イ
ン
ド
で
大
変
敬
愛
さ
れ
て
い
る
独
立
運
動
家
と
日
本
が
組
ん
だ
こ

と
で
、
敗
戦
後
の
良
好
な
日
印
関
係
の
遠
因
と
な
っ
た3。
昭
和
時
代　

中
村

屋
店
主
相
馬
愛
蔵
の
娘
俊
子
と
結
婚
し
た
ラ
ス
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
が
、「
イ

ン
ド
式
カ
レ
ー
」
は
「
恋
と
革
命
の
味
」
と
評
判
に
な
っ
た
。
ま
た
、
画
家

の
野
生
司
香
雪
が
サ
ル
ナ
ー
ト
の
根
本
香
室
精
舎
の
仏
画
を
創
作
し
た4。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
つ
い
に
イ
ン
ド
は
独
立
を
達
成
し
主
権
を
獲
得
す

る
一
方
、
日
本
は
敗
戦
で
主
権
を
失
っ
て
い
た
。
極
東
軍
事
裁
判
に
て
イ
ン

ド
代
表
判
事
ラ
ダ
・
ビ
ノ
ド
・
パ
ー
ル
判
事
が
日
本
人
戦
犯
七
人
の
全
無
罪

論
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
世
界
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
ベ
ン
ガ
ル
に
生
ま
れ
育
っ
た
。
ネ
ル
ー
首
相
は
、
愛
娘
の
名
前
を
つ
け

た
象
の
イ
ン
デ
ィ
ラ
を
上
野
動
物
園
に
寄
贈
し
、
日
印
の
友
好
関
係
を
象
徴

す
る
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
七
四
年
、
イ
ン
ド
は
核
実
験
を
行
い
、
そ
れ
に
反
対
す
る
日
本
と
の

関
係
は
良
好
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
近
年
で
は
、
両
国
の
首
脳
が

相
互
に
訪
問
し
合
う
友
好
関
係
が
樹
立
さ
れ
て
い
る
。

一　

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
来
日
、
タ
ゴ
ー
ル
と
天
心
の
出
会
い

一
八
九
三
年
、
イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

も
た
ら
し
た
の
は
、
ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
（
一
八
六
三

│
一
九
〇
二
）
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
献
身
的
な
弟
子
で

あ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
・
マ
ク
ラ
ウ
ド
（Josephine M

acLeod

一
八

五
八
│
一
九
四
九
）
は
ア
メ
リ
カ
人
女
性
で
、
一
九
〇
一
年
三
月
に
日
本
美
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術
を
学
び
に
来
日
し
、
岡
倉
天
心
の
授
業
も
受
け
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ヴ
ィ

ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
業
績
と
成
功
を
実
際
に
岡
倉
に
伝
え
、
そ
れ
に
影
響
さ

れ
た
岡
倉
は
渡
印
を
計
画
し
た
。
一
九
〇
二
年
一
月
六
日
、
岡
倉
は
タ
ゴ
ー

ル
の
学
園
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
に
お
け
る
初
め
て
の
外
国
人
留
学
生
と

な
る
堀
至
徳
と
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
・
マ
ク
ラ
ウ
ド
を
伴
っ
て
船
で
コ
ル
カ
タ

に
着
い
た
。
そ
し
て
直
ぐ
に
向
か
っ
た
の
が
、
ハ
ウ
ラ
ー
の
ベ
ル
ル
・
マ
ト

（
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ベ
ル
ル
僧
院
）
で
、
そ
こ
に
ス
ワ

ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
弟
子
シ
ス
タ

ー
・
ニ
ヴ
ェ
ー
デ
ィ
タ
（
一
八
六
七
│
一
九
一
一
）
を
訪
ね
て
い
る
。
ヴ
ィ

ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
に
会
い
感
激
し
た
岡
倉
は
、
自
ら
「
東
洋
宗
教
会
議
」

を
構
想
し
、
招
待
状
と
小
切
手
を
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
に
送
っ
た
。
し

か
し
岡
倉
の
コ
ル
カ
タ
滞
在
中
の
七
月
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
糖
尿

病
を
患
っ
て
い
て
、
肉
体
は
や
つ
れ
果
て
て
い
た
。

だ
が
、
現
地
で
は
予
想
外
の
出
会
い
が
待
っ
て
い
た
。
ニ
ヴ
ェ
ー
デ
ィ
タ

を
通
し
て
岡
倉
は
タ
ゴ
ー
ル
家
と
の
交
友
の
き
っ
か
け
を
得
る
。
そ
の
後
、

タ
ゴ
ー
ル
家
と
の
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
が
支
配
し
て
い

た
イ
ン
ド
に
生
き
た
ベ
ン
ガ
ル
の
詩
人
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
と
明

治
日
本
の
美
術
批
評
家
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
は
、
世
紀
初
頭
に
同
世
代
の
知

識
人
同
士
と
し
て
出
会
っ
た
。

二　

一
九
〇
〇
年
初
頭
に
日
本
に
関
す
る
論
評
を
し
た
ベ
ン
ガ
ル
人

非
西
洋
人
で
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
タ
ゴ
ー
ル
が
一
九
一

六
年
五
月
二
十
九
日
に
初
来
日
し
て
印
日
の
民
間
交
流
は
本
格
的
な
も
の
と

な
っ
た
。
彼
に
よ
っ
て
ベ
ン
ガ
ル
語
で
書
か
れ
た “Japan Jatri”

（
日
本

へ
の
旅
人
）
は
一
九
一
九
年
にSabu

jpatra

（
緑
色
の
葉
）
と
言
う
ベ
ン

ガ
ル
語
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
著
作
は
、
土
佐
丸
で
タ
ゴ
ー
ル
が
ア

メ
リ
カ
へ
行
く
途
中
で
来
日
し
、
三
か
月
間
滞
在
し
た
際
の
体
験
記
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
は
、
日
本
で
見
聞
き
し
た
り
体
験
し
た
り
し
た
、
日
本
人
の

丁
寧
さ
、
勤
勉
さ
、
日
本
の
自
然
の
美
し
さ
、
食
生
活
・
茶
道
・
生
け
花
・

俳
句
・
歌
・
踊
り
な
ど
、
日
本
文
化
の
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
、
彼
が
大
変

高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

そ
の
タ
ゴ
ー
ル
の
来
日
以
前
の
ベ
ン
ガ
ル
人
と
日
本
人
の
交
流
を
見
る

と
、
一
八
九
三
年
に
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
シ
カ
ゴ
の
宗
教
会
議
に
行

く
途
中
日
本
を
訪
れ
た
際
に
、
日
本
に
在
住
し
て
い
た
ベ
ン
ガ
ル
人
が
い
た

と
語
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る5。

私
は
、
以
下
に
あ
げ
る
、
日
本
に
関
し
て
当
時
の
ベ
ン
ガ
ル
人
が
書
い
た

ベ
ン
ガ
ル
語
の
著
作
を
六
点
見
つ
け
た
。
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け

て
の
ベ
ン
ガ
ル
文
芸
復
興
期
の
こ
ろ
、
日
本
に
光
を
当
て
た
こ
れ
ら
の
論

文
、
記
事
が
雑
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
、
書
籍
も
刊
行
さ
れ
た
。

一
八
六
三
年
に
は
、
モ
ド
ゥ
シ
ュ
ド
ン
・
ム
ケ
ル
ジ
ー
（M

adhusudan 
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M
ukherjee

）
は
、
日
本
を
開
国
さ
せ
た
米
国
か
ら
来
航
し
た
ペ
リ
ー
の

著
作
のN

arrative of the E
xpedition

 of an
 A

m
erican

 Squ
adron

 to 

the C
hin

ese Seas an
d Japan

 

を
コ
ル
カ
タ
に
お
い
てJepan

（sic

）
と

い
う
ベ
ン
ガ
ル
語
の
著
作
物
に
発
表
し
た
が
、
そ
れ
は
ペ
リ
ー
が
一
八
五
三

年
に
来
日
し
、
日
本
が
開
国
す
る
ま
で
の
出
来
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
一
九
〇
六
年
に
マ
ン
マ
タ
ナ
ト
・
ゴ
ー
シ
ュ
と
ス
レ
シ
ュ
チ
ョ
ン

ド
ロ
・
ボ
ン
ド
パ
ッ
ダ
エ
（Suresh C

handra B
andyopadhyay

）
が
来

日
し
た
。
ボ
ン
ド
パ
ッ
ダ
エ
は
、
一
九
〇
六
年
に JA

PA
N

 : Sekaler 

B
an

gla Sam
oyik P

otre Japan

）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
十
九

世
紀
終
わ
り
か
ら
二
十
世
紀
初
期
に
か
け
て
の
日
本
に
関
す
る
新
聞
記
事
の

編
纂
物
で
、
内
容
的
に
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
半
は
イ
ン
ド
独

立
前
の
ベ
ン
ガ
ル
と
日
本
の
歴
史
と
文
化
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
後
半
に
は
、
日
本
人
の
生
活
、
文
化
、
社
会
に
つ
い
て
、
ビ
ノ
イ
ク

マ
ル
・
シ
ョ
ル
カ
ル
、
ム
ク
ル
・
デ
な
ど
の
優
れ
た
知
識
人
が
書
い
て
い
る
。

マ
ン
マ
タ
ナ
ト
・
ゴ
ー
シ
ュ
（M

anm
athanath G

hosh 

一
八
八
二
│

一
九
四
四
）
は
、
一
九
一
〇
年
に Japan

 P
robash

（
外
国
で
あ
る
日
本
）

を
刊
行
し
た
。
こ
の
本
に
は
、
イ
ン
ド
か
ら
海
路
で
日
本
に
来
て
、
東
京
に

住
み
、
科
学
技
術
の
専
門
学
校
に
入
り
、
石
鹸
、
鉛
筆
、
傘
と
ガ
ラ
ス
に
つ

い
て
学
ん
だ
こ
と
、
神
戸
に
移
り
、
ボ
タ
ン
の
作
り
方
、
人
工
的
な
歯
の
作

り
方
も
学
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
の
日
々
に
つ
い
て

詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
ゴ
ー
シ
ュ
に
よ
り
一
九
一
五
年
にN

abbo Japan

（
新
し
い
日
本
）
と Su

pto Japan

（
知
ら
れ
ざ
る
日
本
）
も
刊
行
さ
れ
た
。

同
じ
く
一
九
一
五
年
に B

on
gom

ohilar Japan
jatra

（
あ
る
ベ
ン
ガ

ル
夫
人
の
日
本
訪
問
）
が
、
日
本
人
と
結
婚
し
た
ベ
ン
ガ
ル
人
の
女
性
の 

ホ
リ
プ
ロ
バ
・
タ
ケ
ダ
（H

oriprova Takeda 

一
八
九
〇
│
一
九
七
二6）

に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
彼
女
は
一
九
一
二
年
に
来
日
し
た
。
こ
の
六
十
一
ペ

ー
ジ
の
本
は
、
山
羊
、
羊
そ
し
て
乾
燥
し
た
魚
の
に
お
い
と
一
緒
に
過
ご
し

た
船
で
の
日
々
、
イ
ン
ド
の
楽
器
エ
ス
ラ
ー
ジ
を
弾
い
て
楽
し
ん
だ
こ
と
、

日
本
人
の
義
父
・
義
母
か
ら
温
か
い
歓
迎
と
愛
情
、
日
本
人
に
な
っ
た
イ
ン

ド
人
で
あ
る
彼
女
へ
の
好
奇
心
、
日
本
で
の
日
常
生
活
の
出
来
事
を
綴
っ
た

も
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
ベ
ン
ガ
ル
人
女
性
の
た
め
尽
力
を
し
、
女
性
教
育
の
た
め
に
一

生
を
捧
げ
た
オ
ボ
ラ
・
ボ
ー
ス
が
一
九
一
五
年
四
月
七
日
ご
ろ
、
横
浜
に
着

い
た
。
一
九
一
六
年
の
初
め
こ
ろ
ム
ク
ル
と
い
う
ベ
ン
ガ
ル
語
雑
誌
に 

Japan
 B

hrom
on

（
日
本
訪
問
）
が
掲
載
さ
れ
た
。

ま
た
、
コ
ル
カ
タ
の
社
会
学
協
会
、
ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ジ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー

の
設
立
者
で
も
あ
っ
た
社
会
科
学
者
、
愛
国
者
、
教
授
の
ビ
ノ
イ
ク
マ
ル
・

シ
ョ
ル
カ
ル
（B

inaykum
ar Sarkar 

一
八
八
七
│
一
九
四
九
）
は
一
九

一
五
年
六
月
に
ホ
ノ
ル
ル
経
由
で
日
本
を
訪
れ
た
。
た
っ
た
三
か
月
の
滞
在
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だ
っ
た
が
日
本
で
の
経
験
を
も
と
に N

obin
 A

siar jon
m

odata Japan

（
新
し
い
ア
ジ
ア
を
興
し
た
日
本
）
を
ベ
ン
ガ
ル
語
で
一
九
二
三
年
に
刊
行

し
た
。
こ
の
本
は
、
七
章
か
ら
成
り
、
日
本
へ
向
か
う
船
で
過
ご
し
た

日
々
、
相
撲
、
日
本
庭
園
、
日
本
と
イ
ン
ド
の
関
係
に
つ
い
て
書
い
て
い

る
。
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の
国
々
を
勇
気
づ
け

る
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
の
若

者
た
ち
の
導
き
手
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る7。
シ
ョ
ル
カ
ル
は

ま
た
一
九
一
六
年
、
タ
ゴ
ー
ル
の
初
来
日
の
一
か
月
後
に
中
国
経
由
で
日
本

を
訪
れ
て
い
る
。

三　

陶
芸
家
パ
ル
ク
・
ハ
リ
ハ
ラ
ン

イ
ン
ド
南
端
ト
ラ
バ
ン
コ
ー
ル
に
生
ま
れ
た
パ
ル
ク
・
ハ
リ
ハ
ラ
ン

（P
ark H

ariharan 

一
九
〇
五
│
一
九
七
〇
）
は
、
昭
和
初
期
、
陶
芸
家

を
目
指
し
て
、
タ
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
の

芸
術
学
部
に
入
学
し
た
。
こ
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で
、
ハ
リ
ハ
ラ
ン
は

既
に
日
本
訪
問
を
果
た
し
て
い
た
タ
ゴ
ー
ル
に
会
い
、
陶
芸
修
行
の
地
を
探

し
て
い
る
旨
を
伝
え
た
。
そ
の
際
に
タ
ゴ
ー
ル
は
日
本
を
推
薦
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
タ
ゴ
ー
ル
は
日
本
滞
在
の
折
、
直
に
日
本
の
優
れ
た
陶
芸
技
術

に
触
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ハ
リ
ハ
ラ
ン
の
訪
日
を
推
薦
し
た
こ
と
は
、
岡
倉

天
心
に
同
行
し
て
来
た
堀
至
徳
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
に
お
け
る
最
初
の

外
国
人
留
学
生
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
岡
倉
天
心
に
対
す
る
答
礼
の
意
味
合
い

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
堀
至
徳
と
親
し
く

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
二
十

五
歳
で
陶
磁
器
研
究
の
た
め
、
渡
日
し
た8。

一
九
三
〇
年
四
月
、
東
京
の
富
本
憲
吉
の
内
弟
子
に
な
り
、
富
本
憲
吉
の

工
房
で
約
二
年
間
高
度
な
陶
芸
技
術
を
修
得
し
た
。
一
九
三
二
年
、
瀬
戸
に

移
り
、
社
会
奉
仕
活
動
家
で
も
あ
っ
た
名
古
屋
松
坂
屋
の
初
代
社
長
の
伊
藤

祐
民
（
一
八
七
八
│
一
九
四
〇
）
の
好
意
に
よ
り
、
名
古
屋
松
坂
屋
の
催
事

装
飾
課
の
嘱
託
員
と
し
て
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
和
服
、
帯
な
ど
の
模
様
を
イ

ン
ド
風
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
通
じ
て
陶
芸
の
修
業
に
励
ん
だ
。
名
古
屋

の
名
士
や
顧
客
か
ら
好
評
を
受
け
、
銀
座
店
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
展
も
開
催

し
た
。

伊
藤
祐
民
の
別
荘
「
揚
輝
荘
」
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
お
月

見
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
要
人
、
文
化
人
を

も
て
な
す
迎
賓
館
、
そ
し
て
祐
民
が
力
を
注
い
で
い
た
国
際
交
流
に
関
わ
る

留
学
生
の
寄
宿
舎
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
文
化
交
流
の
拠
点
だ
っ
た
。
恵
ま

れ
た
環
境
で
ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
働
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
、
日
本
で
タ
ゴ
ー
ル
の
期
待
に
背
か
な
い
優
れ
た
業
績
を

残
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
彼
の
業
績
の
一
つ
に
、
名
古
屋
松
坂
屋
所
有
の

美
術
館
「
揚
輝
荘
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
数
点
の
大
き
な
壁
画
が
あ
る
。
こ
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れ
は
現
在
も
「
揚
輝
荘
」
の
常
設
展
示
物
で
あ
る
。

続
い
て
瀬
戸
で
在
来
の
陶
磁
器
と
名
古
屋
で
大
量
生
産
の
陶
器
技
術
を
修

め
た
。
そ
の
間
、
東
京
、
大
阪
等
の
各
地
で
個
展
も
開
き
、
研
鑽
を
重
ね
陶

磁
器
工
芸
の
道
に
精
進
し
て
来
た
が
、
イ
ン
ド
本
国
に
日
本
の
優
秀
な
現
代

工
芸
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、
自
分
の
力
で
こ
の
優
れ
た

芸
術
を
母
国
に
紹
介
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二
月
十
日
愛
知
商
品
陳
列
所
に

お
い
て
「
イ
ン
ド
の
趣
味
嗜
好
と
日
本
輸
出
陶
磁
器
」
と
題
し
た
講
演
会
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
市
場
に
お
け
る
日
本
陶
磁
器
に
対
す
る
イ

ン
ド
人
と
し
て
の
希
望
を
具
体
的
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る9。

さ
ら
に
、
一
九
三
四
年
十
一
月
に
祐
民
の
イ
ン
ド
仏
蹟
旅
行
に
ハ
リ
ハ
ラ

ン
は
通
訳
と
し
て
参
加
し
、
帰
国
後
、
聴
松
閣
地
階
の
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
、
瞑

想
室
な
ど
の
タ
イ
ル
装
飾
に
携
わ
っ
た10。
揚
輝
荘
の
聴
松
閣
の
地
階
一
七
〇

ｍ
に
及
ぶ
謎
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
を
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
壁
画

は
、
そ
の
時
訪
れ
た
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟
の
壁
画
を
模
し
て
描
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。

祐
民
が
イ
ン
ド
ヘ
仏
教
聖
地
巡
礼
に
出
か
け
た
際
、
写
真
家
の
長
谷
川
伝

次
郎
を
伴
い
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
を
訪
れ
タ
ゴ
ー
ル
に
会
っ
て
い
る
。

そ
の
様
子
は
、
写
真
家
長
谷
川
伝
次
郎
が
フ
ィ
ル
ム
映
像
に
取
り
、
現
在
も

名
古
屋
揚
輝
荘
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
動
画
に
登
場
す
る
タ

写真 2　瞑想室装飾タイル

写真 1　ドライエリア内部　菩提樹柄モザイクタイル



一
二
三

1890 年代から 1960 年代の印日民間交流

ゴ
ー
ル
が
見
ら
れ
る
非
常
に
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
、
ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
、
瀬
戸
品
野
町
出
身
で
、

幼
稚
園
の
先
生
を
し
て
い
た
日
本
人
の
柴
田
聡
子
を
妻
に
迎
え
て
、
一
緒
に

イ
ン
ド
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
に
も

関
わ
る
。
農
村
工
芸
の
振
興
に
尽
力
し
つ
つ
印
日
交
流
の
懸
け
橋
に
な
っ

た
。
一
九
六
四
年
に
ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
イ
ン
ド
中
央
政
府
よ
り
イ
ン
ド
村
落
工

芸
品
発
展
セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
任
命
さ
れ
、
村
落
工
芸
品
発
展
に
尽
力
し

た
。
一
九
六
四
年
に
東
京
の
イ
ン
ド
大
使
館
で
開
催
さ
れ
た
、
イ
ン
ド
工
芸

品
の
展
示
会
で
イ
ン
ド
代
表
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

国
画
会
の
富
本
憲
吉
の
門
を
叩
い
た
ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
、
日
本
で
数
回
の
個

展
も
開
き
、
大
い
に
識
者
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
優
秀
な
日
本
工
芸

品
を
携
え
て
、
イ
ン
ド
を
訪
ね
、
各
地
を
巡
歴
し
て
展
覧
会
を
開
催
、
日
本

の
工
芸
を
紹
介
し
よ
う
と
努
力
し
た
。

「
七
年
精
進
の
印
度
青
年
母
国
へ
工
芸
日
本
を
紹
介11」 

と
い
う
記
事
の
中

で
、
ハ
リ
ハ
ラ
ン
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
は
商
売
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ほ
ん
と
う
の
日
本
工
芸
美
術
品
を

印
度
人
に
見
せ
て
、
何
等
か
日
本
の
文
化
発
展
に
寄
与
出
来
た
ら
こ
ん

な
嬉
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
、
タ
ゴ
ー
ル
さ
ん
は
も
う
齢
で
す
し
一
年

前
松
坂
屋
の
伊
藤
次
郎
左
衛
門
氏
と
渡
印
し
た
時
、
翁
自
身
も
う
一
度

近
い
中
日
本
へ
来
た
い
と
云
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
来
春
来
日
の
際
何

ん
と
か
し
て
同
伴
し
て
来
た
い
と
思
い
ま
す
、
そ
れ
か
ら
印
度
の
昔
の

舞
踊
を
日
本
に
紹
介
す
る
為
め
二
十
数
名
の
男
女
舞
踊
団
を
連
れ
て
来

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
、
何
に
し
ろ
金
持
で
は
な
い
私
、
今
回
の
此

の
企
て
に
は
少
な
か
ら
ず
費
用
も
か
か
り
ま
す
、
日
本
文
化
連
盟
に
御

後
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
近
い
中
、
国
際
文
化
振
興
会
の
団
伊
能
男

に
御
目
に
か
か
っ
て
、
御
援
助
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
す
。

彼
は
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
に
六
十
五
歳
で
亡
な
く
な
っ
た
。
だ

が
、
妻
の
聡
子
さ
ん
は
日
本
に
帰
る
こ
と
な
く
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）

年
八
十
九
歳
で
な
く
な
る
ま
で
六
十
五
年
間
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
を
訪
れ
る
日

本
人
の
世
話
を
し
、
印
日
交
流
に
尽
く
し
た
。

四　

美
術
家
の
ム
ク
ル
・
チ
ョ
ン
ド
ロ
・
デ

タ
ゴ
ー
ル
と
岡
倉
天
心
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
ベ
ン
ガ
ル
と
日
本
の

間
で
様
々
な
側
面
で
交
流
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
美
術
交
流
で
あ
る
。

画
家
の
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（A

banindranath Tagore

、
タ

ゴ
ー
ル
の
甥
）、
ゴ
ゲ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（G

ogendranath Tagore

、

タ
ゴ
ー
ル
の
甥
）な
ど
が
菱
田
春
草
や
横
山
大
観
と
関
係
を
築
い
た12。
後
に
、

こ
れ
ら
日
本
の
画
家
た
ち
と
ム
ク
ル
・
チ
ョ
ン
ド
ロ
・
デ
（M

ukul 

C
handra D

ey 

一
八
九
五
―
一
九
八
九
）
や
ノ
ン
ド
ラ
ル
・
ボ
ー
ス

（N
andlal B

ose 

一
八
八
二
―
一
九
六
六
）
は
よ
り
親
密
に
な
っ
た
。
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ム
ク
ル
・
デ
は
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
シ
ュ
リ
ダ
ル
コ
ラ
（Sridhar-

khola
）
に
誕
生
し
、
上
か
ら
五
番
目
の
息
子
で
、
芸
術
的
な
雰
囲
気
の
家

庭
で
育
っ
た
。
彼
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
六

年
ま
で
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
か
ら
絵
画
を
教
わ
っ
た
。
コ
ル
カ

タ
の
ジ
ョ
ラ
シ
ャ
ン
コ
（
タ
ゴ
ー
ル
の
生
家
）
に
よ
く
行
き
来
し
、
芸
術
的

素
質
が
あ
る
学
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
に
柔
道
を
教

え
に
来
て
い
た
佐
野
甚
之
助
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。

ム
ク
ル
・
デ
は
イ
ン
ド
で
初
め
て
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
銅
版
画
を
学
び
に
海

外
に
行
っ
た
。
一
九
一
六
年
と
一
九
一
七
年
に
二
〇
歳
の
こ
ろ
タ
ゴ
ー
ル
に

随
行
し
て
来
日
し
た
。
目
的
は
日
本
と
イ
ン
ド
の
美
術
の
微
妙
な
差
異
を
探

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
が
日
本
へ
の
随
行
者
と
し
て
若
い
ム
ク
ル
・

デ
を
選
ん
だ
の
は
彼
に
は
す
ぐ
れ
た
美
術
家
に
な
る
才
能
が
あ
る
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
ム
ク
ル
・
デ
は
日
本
が
美
術
の
国
で
あ
る
こ
と
と
岡
倉
に
随

行
し
て
き
た
日
本
人
と
タ
ゴ
ー
ル
の
努
力
に
よ
り
文
化
交
流
が
始
ま
っ
た
こ

と
だ
け
は
知
っ
て
い
た
。
彼
の
両
親
は
心
配
し
た
が
タ
ゴ
ー
ル
が
彼
ら
を
納

得
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

日
本
へ
行
く
前
に
思
い
も
し
な
か
っ
た
重
要
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
ボ
ル
ド
ワ
ン
（
ベ
ン
ガ
ル
州
の
地
方
の
名
前
）
の
王
様
の
ビ
ジ
ョ
イ
チ

ョ
ン
ド
・
モ
ハ
タ
ブ
（B

ijaychand M
ohatab

）
が
ム
ク
ル
・
デ
の
描
い

た
二
枚
の
絵
を
八
〇
〇
ル
ピ
ー
で
購
入
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ム
ク

ル
・
デ
の
著
書 A

m
ar K

otha

（
自
分
の
話
）
で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
こ
の
出
来
事
は
他
の
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
重
要
な

こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
に
と
っ
て
は
心
に
残
っ
た
出
来
事
で

あ
っ
た
。
た
ぶ
ん
私
は
画
家
に
な
れ
た
と
言
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い13。」

A
m

ar K
otha 

と
い
う
本
は
、　

船
で
一
か
月
過
ご
し
て
日
本
に
着
い
た
こ

と
、
日
本
人
が
タ
ゴ
ー
ル
を
「
第
二
の
お
釈
迦
さ
ま
」
と
呼
ん
で
大
歓
迎
し

た
こ
と
、
横
山
大
観
、
佐
野
甚
之
助
、
日
本
の
要
人
た
ち
の
集
ま
っ
た
こ

と
、
大
観
と
一
緒
に
富
士
山
を
見
に
行
っ
た
こ
と
、
大
観
と
親
し
く
な
っ
た

こ
と
、
タ
ゴ
ー
ル
に
い
つ
も
随
行
し
、
日
本
、
日
本
人
に
つ
い
て
見
聞
し
た

こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
九
一
六
年
五
月
三
日
コ
ル
カ
タ
を
出
発
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
途
中
、

五
月
二
十
九
日
に
神
戸
に
到
着
し
た
。
ム
ク
ル
・
デ
の
ほ
か
英
国
人
の
ピ
ア

ー
ソ
ン（W

illiam
 W

instanley P
earson

）14と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス（C

harles 

F
reer A

ndrew
s

）15

も
同
行
し
た
。
日
本
で
は
大
観
の
世
話
を
受
け
、
東

京
と
横
浜
に
滞
在
し
、
横
山
大
観
と
下
村
観
山
の
下
で
版
画
、
模
写
や
ド
ラ

イ
ポ
イ
ン
ト
銅
版
画
を
学
ん
だ
。
横
浜
で
は
タ
ゴ
ー
ル
と
ム
ク
ル
・
デ
は
有

名
な
絹
の
商
人
で
あ
る
原
富
太
郎
の
三
渓
園
に
滞
在
し
、
日
本
画
と
中
国
の

古
典
派
を
習
得
、
そ
し
て
雪
舟
等
楊
の
名
作
に
も
触
れ
て
い
た
。

三
渓
園
を
訪
れ
た
日
本
人
の
画
家
の
荒
井
寛
方
、
下
村
観
山
な
ど
に
日
本

画
の
技
術
を
教
っ
た
。
自
分
の
書
い
た
絵
も
見
せ
、
た
く
さ
ん
彼
ら
に
褒
め
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ら
れ
て
も
い
る
。
タ
ゴ
ー
ル
は
ロ
テ
ィ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル

R
athindranatah

、
タ
ゴ
ー
ル
の
息
子
）
へ
の
手
紙
に
「
彼
は
二
枚
ほ
ど

の
日
本
画
を
描
き
、
こ
ち
ら
の
有
名
な
人
々
に
褒
め
ら
れ
て
い
る
。」
と
書

い
て
い
る
。
ま
た
別
の
手
紙
に
「
ム
ク
ル
・
デ
を
日
本
に
お
い
て
行
く
、
こ

ち
ら
で
習
い
た
い
こ
と
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
よ
う
だ
。」
と
書
い
て

い
る
。
東
京
大
学
の
美
学
部
の
学
生
と
と
も
に
三
渓
園
で
タ
ゴ
ー
ル
の
通
訳

を
し
、
後
に
同
学
部
の
教
員
に
な
っ
た
八
城
由
紀
夫
は
、
ム
ク
ル
・
デ
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
書
て
い
る
。「
タ
ゴ
ー
ル
は
た
び
た
び
荒
井
が
日
本
画
を

模
写
す
る
の
を
観
察
し
て
い
た16。
タ
ゴ
ー
ル
は
こ
の
模
写
の
技
を
イ
ン
ド
人

に
是
非
習
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ム
ク
ル
・
デ
は

こ
れ
に
一
番
適
し
て
い
る
。
日
本
に
い
る
間
に
習
っ
て
イ
ン
ド
に
伝
え
る
。

間
違
い
な
く
ム
ク
ル
・
デ
は
美
術
の
世
界
で
大
活
躍
す
る
に
違
い
な
い17。」

日
本
に
い
る
間
に
大
観
が
開
催
し
た
展
示
会
に
感
動
し
、
大
観
と
一
緒
に

様
々
な
所
に
行
き
、
日
本
美
術
の
細
か
い
部
分
ま
で
の
技
を
学
び
、
日
本
画

を
い
く
つ
か
描
い
た
。
そ
れ
を
見
て
大
観
は
も
ち
ろ
ん
荒
井
寛
方
、
原
富
太

郎
な
ど
は
彼
の
才
能
を
認
め
、
ま
た
日
本
画
の
指
導
者
に
な
れ
る
と
考
え
、

一
〇
年
間
の
奨
学
金
を
支
給
し
よ
う
と
申
し
出
た
。
ム
ク
ル
・
デ
は
大
変
喜

ん
だ
が
、
タ
ゴ
ー
ル
は
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
は
彼

の
両
親
に
一
緒
に
イ
ン
ド
に
戻
っ
て
く
る
と
約
束
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

日
本
の
後
、
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、
ま
た
一
九
一
七
年
日
本
に
戻
っ
て
き

た
。
二
月
四
日
東
京
朝
日
新
聞
や
大
阪
朝
日
新
聞
に
ム
ク
ル
・
デ
は
横
山
大

観
の
内
弟
子
に
な
る
と
言
う
記
事
も
出
た
。
結
局
タ
ゴ
ー
ル
の
許
可
を
得
ら

れ
ず
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
短
い
期
間
だ
っ
た
が
今
回
も
原
富
太
郎
と

大
観
の
世
話
を
受
け
、
日
本
の
美
術
を
鑑
賞
し
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
と
の
相
違
点
を
も
感
じ
た
。
日
本
の
絵
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

真
似
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
空
想
か
ら
も
離
れ
、
人
生
に
お
け
る
現
実

を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
と
彼
は
語
っ
て
い
る
。

一
九
一
七
年
三
月
十
日
タ
ゴ
ー
ル
と
一
緒
に
ム
ク
ル
・
デ
は
イ
ン
ド
に
帰

っ
て
来
た
。

                 　

五　

荒
井
寛
方
が
与
え
た
ム
ク
ル
・
デ
へ
の
影
響
と
業
績

印
日
文
化
交
流
に
力
を
注
い
だ
荒
井
寛
方
は
日
本
絵
画
協
会
共
進
会
か
ら

ア
ジ
ャ
ン
タ18壁
画
を
模
写
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
タ
ゴ
ー
ル
に
も

招
か
れ
て
、
ビ
チ
ッ
ト
ラ
美
術
学
校
の
絵
画
教
授
と
し
て
一
九
一
六
年
十
二

月
十
七
日
に
渡
印
し
た
。
イ
ン
ド
で
の
滞
在
期
間
は
一
年
半
で
、
帰
国
し
た

の
は
一
九
一
八
年
五
月
十
一
日
だ
っ
た
。
寛
方
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
と

ジ
ョ
ラ
シ
ャ
ン
コ
で
日
本
画
を
教
え
る
一
方
、
イ
ン
ド
独
自
の
画
法
を
身
に

着
け
る
と
仏
教
の
お
寺
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
堂
や
洞
窟
な
ど
の
美
術
も
学

ん
で
い
っ
た
。



一
二
六

比較文明研究 第 22 号　2017 年

す
で
に
荒
井
と
友
人
だ
っ
た
ム
ク
ル
・
デ
は
イ
ン
ド
で
よ
り
親
し
く
な
っ

た
。
荒
井
寛
方
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
イ
ン
ド
訪
問
日
記
』
で
は
荒
井
は
こ

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
ム
ク
ル
・
デ
は
印
度
の
服
を
お
土
産
に
く
れ
た
。

す
ぐ
に
私
は
着
て
み
た
皆
が
喜
ん
で
い
た19。」

イ
ン
ド
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
半
年
後
一
九
一
七
年
七
月
に
ム
ク
ル
・
デ
は

父
親
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を
癒
す
た
め
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ

で
思
い
が
け
な
く
会
っ
た
の
は
荒
井
寛
方
で
あ
っ
た
。
荒
井
寛
方
が
ム
ク

ル
・
デ
と
偶
然
の
再
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
荒
井
さ
ん
、

荒
井
さ
ん
と
言
っ
て
誰
か
が
跳
ん
で
現
れ
て
き
た
。
ム
ク
ル
・
デ
で
あ
っ

た20。」 　

ア
ジ
ャ
ン
タ
で
の
自
然
の
恵
み
、
花
々
、
そ
し
て
滝
を
見
て
美
術

の
新
し
い
扉
が
開
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
上
、
日
本
人
の
画
家
ら

（
野
生
司
香
雪
な
ど
）
と
出
会
い
画
家
に
な
る
た
め
の
道
を
さ
ら
に
前
進
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
荒
井
寛
方
と
一
緒
に
住
み
、
彼
ら
の
壁
画
の
模

写
を
出
来
る
だ
け
助
け
た
。
ア
ジ
ャ
ン
タ
の
一
番
目
の
洞
窟
で
、「
ブ
ッ
ダ

の
誘
惑
」
を
模
写
し
て
い
た
寛
方
の
画
法
を
見
て
、
感
動
し
た
。
ま
た
、
日

中
の
み
な
ら
ず
夜
に
は
ガ
ス
灯
で
模
写
し
て
い
た
姿
は
、
彼
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
。
荒
井
寛
方
の
模
写
作
業
に
立
ち
会
う
機
会
を
得
て
、
ア
ジ
ャ
ン

タ
の
フ
レ
ス
コ
壁
画
の
模
写
を
行
う
こ
と
を
心
に
決
め
た
。
数
日
後
に
ム
ク

ル
・
デ
は
ア
ジ
ャ
ン
タ
を
離
れ
た
。
続
い
て
、
荒
井
寛
方
も
帰
国
し
た
。

精
神
的
に
も
、
経
済
的
に
も
準
備
し
て
、
一
九
一
九
年
に
ム
ク
ル
・
デ
は

ア
ジ
ャ
ン
タ
に
再
び
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
人
で
一
年
半
ぐ
ら
い
過
ご
し
、

一
日
中
模
写
し
、
時
々
気
分
に
乗
っ
た
ら
徹
夜
し
て
画
を
模
写
し
た
。
夜
の

闇
の
中
に
洞
窟
を
巡
り
、
外
と
は
異
な
っ
た
世
界
で
苦
し
み
な
が
ら
壁
画
模

写
や
絵
画
制
作
の
み
に
励
ん
だ
。
ム
ク
ル
・
デ
は
彼
のA

m
ar K

otha

（
自

分
の
話
）
に
書
い
て
い
る
。「
ア
ジ
ャ
ン
タ
か
ら
帰
っ
て
来
た
時
、
正
直
泣

き
そ
う
に
な
っ
た
。
と
て
も
苦
し
み
な
が
ら
も
愛
し
て
い
た
。」
そ
し
て
ア

ジ
ャ
ン
タ
で
の
経
験
を
も
と
にM

y P
ilgrim

ages to A
jan

ta an
d B

agh,

（
一
九
二
五
）（
ア
ジ
ャ
ン
タ
と
バ
ー
グ
へ
の
私
の
巡
礼
）
を
著
し
て
高
い
評

価
を
得
る
こ
と
と
な
る 

。

ま
た
、
ピ
ア
ー
ソ
ン
と
の
好
意
に
よ
り
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
七
年
に

か
け
て
イ
ギ
リ
ス
で
美
術
を
習
得
し
、V

ictoria and A
lbert M

useum

で
展
示
会
を
行
う
機
会
も
得
て
好
評
も
受
け
た
。
イ
ン
ド
に
帰
っ
た
後
で
一

九
二
八
年
、
公
立
美
術
専
門
学
校
（G

overnm
ent C

ollege of A
rt

）
の

学
長
と
し
て
任
命
さ
れ
、
一
九
四
三
年
ま
で
そ
こ
で
活
躍
し
た
。
そ
し
て
当

時
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
日
本
人
と
連
絡
を
と
っ
て
世
話
を
し
、
時
々
そ
の
日
本

人
た
ち
は
彼
の
家
に
泊
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
美
術
専
門
学
校
で
は
た
び
た

び
彼
ら
の
絵
画
の
展
覧
会
も
開
い
て
印
日
交
流
の
懸
け
橋
に
な
っ
た
。

現
代
イ
ン
ド
の
美
術
の
先
駆
者
の
ム
ク
ル
・
デ
の
孫
息
子
の
シ
ョ
ッ
ト
シ

ュ
リ
（Satyashri

）
と
シ
ボ
シ
ュ
リ
（Shiboshri

）
に
よ
り
、
二
〇
〇
二

年
に
ム
ク
ル
・
デ
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
に
あ
る
家
「
チ
ト
ロ
レ
カ
」
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（C
hitrolekha

）
の
一
部
に
ム
ク
ル
・
デ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
が
設
立
さ
れ
、

二
〇
〇
三
年
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
開
設
さ
れ
た21 

。
一
九
八
九
年
ム
ク
ル
・

デ
の
逝
去
後
、
彼
の
様
々
な
写
真
、
新
聞
記
事
、
手
紙
の
編
纂
が
始
ま
っ

た
。
二
〇
〇
五
年
に Japan

 theke jorasako

（
日
本
か
ら
ジ
ョ
ラ
シ
ャ

ン
コ
へ
）
も
発
刊
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
同
書
は
再
版

さ
れ
た
。
ま
た
ム
ク
ル
・
デ
の
貴
重
な
書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。

六　

日
本
人
と
結
婚
し
た
イ
ン
ド
女
性
―
ホ
リ
プ
ロ
バ
・
タ
ケ
ダ

日
印
の
交
流
の
中
で
、
日
本
人
と
イ
ン
ド
人
の
国
際
結
婚
の
例
に
注
目
し

て
み
た
い
。
日
本
人
と
イ
ン
ド
人
の
結
婚
と
し
て
は
、
ラ
ス
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー

ス
（
一
八
八
六
〜
一
九
四
五
）
と
中
村
屋
の
娘
・
相
馬
俊
子
の
結
婚
は
有
名

で
あ
る
。
ま
た
、
結
婚
で
は
な
い
が
、
恋
愛
関
係
で
有
名
な
の
は
、
岡
倉
天

心
と
イ
ン
ド
の
女
流
詩
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
恋
文
は
、
本
に
も
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
武
田
右
衛
門
と
ベ
ン
ガ
ル
人
の
女
性
ホ
リ

プ
ロ
バ
・
モ
ッ
リ
カ
の
結
婚
で
あ
る
。
両
人
が
結
婚
し
た
の
は
一
九
〇
七
年

（
明
治
四
十
年
）
で
あ
り
、
日
本
人
と
イ
ン
ド
人
の
結
婚
と
し
て
は
最
初
の

例
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ホ
リ
プ
ロ
バ
・
モ
ッ
リ
カ
（H

oriprova M
allika 

一
八
九
〇
│
一
九
七

二
）
は
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
年
）
に
東
ベ
ン
ガ
ル
（
現
在
の
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
）
の
ダ
ッ
カ
近
郊
の
キ
ル
ガ
オ
村
に
生
ま
れ
た
の
だ
が
、
幼
い

こ
ろ
に
道
端
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
を
、
シ
ョ
シ
ブ
ソ
ン
・
モ
ッ
リ
カ22

（Soshibhuson M
allika

）
が
拾
い
上
げ
育
て
た
の
で
あ
る
。

シ
ョ
シ
ブ
ソ
ン
・
モ
ッ
リ
カ
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
改
革
派
の
ブ
ラ
ン
モ
ン

協
会
（B

rahm
o Sam

aj

）
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る23。
ブ
ラ
ン
モ
ン

協
会
は
、
ラ
ム
モ
ホ
ン
・
ラ
イ
（
一
七
七
四
│
一
八
一
五
）
が
設
立
し
た
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
改
革
派
で
あ
り
、
詩
人
の
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト・タ
ゴ
ー
ル
の
父
、

デ
ベ
ン
ド
ロ
ナ
ト
が
ラ
ム
モ
ホ
ン
・
ロ
イ
の
後
を
受
け
継
い
だ
団
体
で
も
あ

る
。
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
も
ブ
ラ
ン
モ
協
会
の
事
務
局
長
を
務
め
、
彼
の
設
立

し
た
学
園
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
は
、
こ
の
ブ
ラ
ン
モ
協
会
の
教
理
・
思
想

を
教
育
の
根
幹
に
置
い
て
い
る24。

ブ
ラ
ン
モ
協
会
は
、
社
会
改
革
運
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。
シ
ョ
シ
ブ
ソ

ン
・
モ
ッ
リ
カ
も
、
一
八
九
二
年
に
衣
食
住
に
困
っ
て
い
る
貧
し
い
女
性
、

乳
幼
児
や
障
害
を
も
っ
た
人
た
ち
の
た
め
の
施
設
「
マ
テ
ィ
リ
ニ
ケ
ト
ン
」

（m
atiriniketan, 

母
の
里
）
を
創
設
し
た
。
そ
の
施
設
で
、
娘
の
ホ
リ
プ

ロ
バ
も
介
護
人
と
し
て
奉
仕
し
た
。
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
武
田
右
衛

門
と
出
会
っ
た25。

武
田
右
衛
門
は
、
高
知
県
に
生
ま
れ
、
ダ
ッ
カ
に
あ
っ
た
「
ブ
ル
ブ
ル
」

と
い
う
石
鹸
工
場
で
製
造
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
。
ホ
リ
プ
ロ
バ
と
右
衛

門
は
家
族
の
許
し
を
得
て
、
一
九
〇
七
年
に
結
婚
し
た
。
ホ
リ
プ
ロ
バ
は
、
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一
七
歳
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
ホ
リ
プ
ロ
バ
・
タ
ケ
ダ
、
日
本
式
に
は
、
武
田

ホ
リ
プ
ロ
バ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ホ
リ
プ
ロ
バ
の
父
、
シ
ョ
シ
ブ
ソ
ン
・

モ
ッ
リ
カ
は
、
娘
の
こ
と
を
思
い
、
ダ
ッ
カ
に‘Indo-Japanese Soap 

F
actory’

（
イ
ン
ド
│
日
本
石
鹸
会
社
）
を
設
立
し
た
。
シ
ョ
シ
ブ
ソ
ン
は

こ
の
会
社
の
収
益
の
一
部
を
、
マ
テ
ィ
リ
ニ
ケ
ト
ン
に
寄
付
し
た
。

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
に
、
武
田
夫
妻
は
、
日
本
を
訪
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
武
田
は
、
両
親
が
高
齢
で
あ
り
、
長
い
間
日
本
を
離
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
帰
国
す
る
こ
と
に
し
た
。
ホ
リ
プ
ロ
バ
に
は
、
夫
の
故
国
、
日

本
を
訪
ね
て
み
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
義
父
母
か
ら
た
び
た
び
心
温
ま

る
手
紙
を
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
義
父
母
に
会
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
っ
た
。
当
時
、
女
性
が
、
異
国
の
地
へ
行
き
、
し
か
も
、
場
合
に
よ

っ
て
は
二
度
と
故
国
に
帰
っ
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
驚
く

べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
デ
ィ
ナ
ー
ジ
プ
ル
の
バ
ハ

ド
ゥ
ー
ル
藩
王
は
、
二
人
に
二
五
ル
ピ
ー
を
、
商
人
の
コ
ハ
ラ
氏
は
、
五
〇

ル
ピ
ー
を
は
な
む
け
に
与
え
た
。
ま
た
、
出
発
の
前
日
に
は
、
ブ
ラ
ン
モ
協

会
で
、
旅
の
安
全
を
祈
っ
て
、
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
出
発
日
の
十
一
月
三
日

に
は
、
ナ
ラ
ヨ
ン
ゴ
ン
ジ
村
の
汽
船
上
陸
場
に
は
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
涙

な
が
ら
に
夫
妻
を
見
送
っ
た26。

六
日
に
は
、
コ
ル
カ
タ
か
ら
日
本
行
き
の
船
に
乗
っ
て
出
発
し
た
。
彼
女

の
著
作 B

on
gom

ohilar Japan
jatra

（
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
夫
人
の
日
本
訪

問
）
に
よ
る
と
、
乗
っ
た
船
は
、
貨
物
船
で
、
羊
や
ヤ
ギ
な
ど
も
積
ま
れ
、

一
緒
に
過
ご
す
に
は
悩
ま
さ
れ
、
干
し
魚
の
匂
い
に
も
苦
し
み
、
嵐
に
も
襲

わ
れ
た
こ
と
、
ベ
ン
ガ
ル
の
弦
楽
器
エ
ス
ラ
ー
ジ
を
弾
い
て
楽
し
ん
だ
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
船
は
、
ラ
ン
グ
ー
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
し

て
、
十
二
月
十
三
日
に
門
司
港
に
着
い
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
温
か
く
迎
え

ら
れ
、
日
本
人
に
な
っ
た
ベ
ン
ガ
ル
の
花
嫁
は
、
神
戸
双
日
新
日
報
に
「
真

っ
黒
の
嫁
御
寮
│
本
邦
人
に
て
初
め
て
印
度
人
を
娶
り
し
人
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
紹
介
さ
れ
た
。

四
か
月
日
本
で
過
ご
し
て
か
ら
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
四
月
十
二
日

に
武
田
夫
妻
は
ダ
ッ
カ
に
帰
っ
た
。
そ
の
二
年
後
、
ホ
リ
プ
ロ
バ
は
、
日
本

で
の
体
験
に
つ
い
て
前
述
の
『
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
夫
人
の
日
本
訪
問
』
を
出
版

し
た
。
マ
テ
ィ
リ
ニ
ケ
ト
ン
に
資
金
的
に
援
助
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
日
記

風
に
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
観
察
力
が
鋭
く
、
当
時
の
ベ
ン
ガ
ル
と
日
本
の

社
会
・
経
済
の
状
態
も
よ
く
記
述
し
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
日
本
政
府
は
イ
ン
ド
に
い
る
す
べ
て
の

日
本
人
に
帰
国
す
る
よ
う
に
命
じ
た
た
め
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
武

田
夫
妻
は
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
時
中
で
も
あ
り
、
親
戚
は

ど
こ
に
い
る
の
か
も
分
か
ら
ず
、
戦
災
で
家
も
焼
か
れ
、
住
む
と
こ
ろ
さ
え

な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
右
衛
門
は
病
気
に
も
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
二
人
に
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
、
ラ
ス
ビ
ハ
リ
・
ボ
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ー
ス
で
あ
っ
た
。
彼
の
紹
介
で
、
ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
に
も
会

い
、
東
京
ラ
ジ
オ
放
送
局
で
イ
ン
ド
国
民
軍
（
ア
ジ
ャ
ー
ド
・
ヒ
ン
ド
・
フ

ォ
ウ
ジ
、A

jad H
ind F

ouj

）
の
ベ
ン
ガ
ル
語
に
よ
る
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
の
仕
事
に
就
い
た
。
こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
イ
ン
ド
独
立
運
動

を
推
進
さ
せ
る
有
力
な
武
器
と
な
っ
た
。
放
送
を
通
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
対

す
る
非
難
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
続
け
た
。
空
襲
に
頻
繁
に
襲
わ
れ
る
東
京

に
住
み
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
、
東
京
ラ
ジ
オ
放
送
局
ま
で
一
九
四
二

（
昭
和
十
七
）年
か
ら
一
九
四
四（
昭
和
十
九
）年
ま
で
二
年
間
通
い
続
け
た
。

一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦
の
二
年
後
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年

に
、
ホ
リ
プ
ロ
バ
は
、
病
身
の
右
衛
門
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
に
帰
っ
た
。
彼

女
の
ふ
る
さ
と
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
イ
ン
ド
西
ベ
ン
ガ

ル
州
の
ジ
ョ
ル
パ
イ
グ
リ
（
市
の
名
前
）
に
あ
っ
た
妹
の
家
に
住
ま
せ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
一
九
四
八
年
に
右
衛
門
は
亡
く
な
っ

た
。「
ダ
ッ
カ
の
現
代
女
性
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ホ
リ
プ
ロ
バ
は
、

一
九
七
二
年
に
コ
ル
カ
タ
で
亡
く
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
マ
ン
ズ
ー

ル
・
ハ
ク
氏
は
、
ホ
リ
プ
ロ
バ
の
旅
日
記
を
発
見
し
、
ダ
ッ
カ
か
ら
再
発
刊

し
た27。
そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
、
ホ
リ
プ
ロ
バ
の
初
来
日
の
一
〇
〇
周
年
と

い
う
こ
と
で
、
映
画
監
督
の
タ
ン
ヴ
ィ
ル・モ
カ
ッ
メ
ル
（
一
九
五
五
年
│
）

が Japan
i B

odhu

（
日
本
の
婦
人
）
と
い
う
ホ
リ
プ
ロ
バ
に
つ
い
て
の
ベ

ン
ガ
ル
語
の
映
画
を
製
作
し
た
。

ベ
ン
ガ
ル
と
日
本
の
民
間
交
流
の
年
表
―
一
八
九
〇
年
代
〜
一
九
六
〇
年
代

一
八
九
三
年　
ス
ワ
ミ・ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ（Sw

am
i Vivekananda

）

が
世
界
宗
教
会
議
に
出
席
す
る
途
上
で
日
本
を
訪
れ
た
。

一
九
〇
二
年　

岡
倉
天
心
と
堀
至
徳
の
イ
ン
ド
訪
問
。
岡
倉
と
タ
ゴ
ー
ル
家

の
親
交
始
ま
る
。

一
九
〇
三
年　

横
山
大
観
、
菱
田
春
草
は
タ
ゴ
ー
ル
の
招
待
で
カ
ル
カ
ッ
タ

（
現
在
の
コ
ル
カ
タ
）
訪
問
。
タ
ゴ
ー
ル
邸
に
滞
在
し
日
本

の
技
法
を
紹
介
。
二
人
は
堀
至
徳
と
も
会
っ
て
い
る
。

一
九
〇
五
年　

佐
野
甚
之
助
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で
柔
道
と
日
本
語
を
教

え
る
。

一
九
〇
六
年　

カ
ル
カ
ッ
タ
日
本
総
領
事
館
開
設
（
三
月
十
六
日
）。

 

マ
ン
マ
タ
ナ
ト
・
ゴ
ー
シ
ュ
（M

anm
athanath G

hosh

（
一
八
八
二
│
一
九
四
四
）
と
ス
レ
シ
ュ
チ
ョ
ン
ド
ロ
・
ボ

ン
ド
パ
ッ
ダ
エ
（Suresh C

handra B
andyopadhyay

）

が
来
日
。

一
九
一
〇
年　

Japan
 P

robash

（
国
外
の
日
本
）
とSekaler B

an
gla 

Sam
oyik P

otre JA
PA

N

（
当
時
の
日
本
に
関
す
る
新
聞

記
事
の
編
纂
物
）
を
発
行
。
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一
九
一
二
年　

岡
倉
天
心
、
二
回
目
の
イ
ン
ド
訪
問
（
九
月
）。

 

ホ
リ
プ
ロ
バ
・
タ
ケ
ダ
（H

oriprova Takeda

、
一
八
九

〇
│
一
九
七
二
）
が
来
日
。

一
九
一
三
年　

ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
。

 

岡
倉
天
心
没
。

一
九
一
五
年　

荒
井
寛
方
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で
日
本
画
指
導
。

 

ラ
ス
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
は
日
本
へ
亡
命
。

 

ホ
リ
プ
ロ
バ
・
タ
ケ
ダ
がB

on
gom

ohilar Japan
-jatra

（
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
夫
人
の
日
本
訪
問
記
）
を
刊
行
。
ま
た
、

ゴ
ー
シ
ュ
はN

abbo Japan
（
新
し
い
日
本
）
とSu

pto 

Japan

（
隠
れ
て
い
る
本
日
）
を
刊
行
。

 

四
月
七
日
に
ジ
ャ
ガ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
チ
ョ
ン
ド
ロ
・
ボ
ー
ス

（Jagadish C
handra B

ose

）
が
来
日
、
五
月
一
日
早
稲

田
大
学
で
講
演
。

 

ビ
ノ
イ
ク
マ
ル
・
シ
ョ
ル
カ
ル
（B

inaykum
ar Sarkar,

一
八
八
七
│
一
九
四
九
）
が
訪
日
（
六
月
）。

 

オ
ボ
ラ
・
ボ
ー
ス
が
六
月
ご
ろ
来
日
。

一
九
一
六
年　

 

タ
ゴ
ー
ル
が
日
本
を
初
訪
問
（
五
月
〜
九
月
、
ム
ク
ル
・
デ

随
行
）。

 

荒
井
寛
方
が
十
二
月
十
七
日
渡
印
し
た
。

一
九
一
七
年　

タ
ゴ
ー
ル
、
第
二
回
日
本
訪
問
（
ム
ク
ル
・
デ
随
行
）。

一
九
一
九
年　
「
日
本
へ
の
旅
人
」
が
『
緑
色
の
葉
』（Sabu

jpata

）
誌
に

掲
載
さ
れ
る
。

一
九
二
一
年　

 

タ
ゴ
ー
ル
の
修
養
道
場
学
校
が
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
・
バ
ラ
テ
ィ

大
学
へ
と
発
展
。

一
九
二
三
年　

シ
ョ
ル
カ
ル
がN

obin
 A

siar jon
m

odata Japan

（
新

し
い
ア
ジ
ア
を
興
し
た
日
本
）
刊
行
。

一
九
二
四
年　

タ
ゴ
ー
ル
、
第
三
回
日
本
訪
問
（
キ
テ
ィ
モ
ホ
ン
・
セ
ン
、

ノ
ン
ド
ラ
ル
・
ボ
ー
ス
随
行
）。

一
九
二
九
年　

タ
ゴ
ー
ル
、
第
四
回
日
本
訪
問
。
タ
ゴ
ー
ル
、
第
五
回
日
本

訪
問
。
高
垣
信
造
が
柔
道
師
範
と
し
て
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ

ン
に
。

一
九
三
〇
年　

パ
ル
ク
・
ハ
リ
ハ
ラ
ン
（
一
九
〇
五
│
一
九
七
〇
）
が
陶
芸

を
学
び
に
来
日
。

一
九
三
五
年　

平
等
通
照
（
後
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
・
バ
ラ
テ
ィ
大
学
日
本
学

院
設
立
委
員
長
）、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
修
辞
学
を
学
ぶ
。

高
良
と
み
（
タ
ゴ
ー
ル
日
本
滞
在
時
、
通
訳
を
務
め
る
）、

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
訪
問
。

一
九
四
一
年　

ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
没
。
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ホ
リ
プ
ロ
バ
・
タ
ケ
ダ
（H

oriprova Takeda

）
来
日
。

一
九
四
三
年　

ス
バ
ス
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
、
日
本
訪
問
、
支
援
を
受
け

る
。

一
九
四
六
年　

極
東
軍
事
裁
判
に
て
イ
ン
ド
代
表
判
事
の
パ
ー
ル
判
事
が
日

本
人
戦
犯
七
人
の
全
無
罪
を
主
張
。

一
九
四
七
年　

八
月
十
五
日
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
か
ら
イ
ン
ド
独
立
。

一
九
五
一
年　

ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
・
バ
ラ
テ
ィ
が
国
立
大
学
と
な
る
。

一
九
五
四
年　

ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ・バ
ラ
テ
ィ
大
学
に
日
本
学
科
創
設
さ
れ
る
。

一
九
五
五
年　

春
日
井
真
也
が
同
大
学
の
日
本
語
教
授
に
な
り
、
一
九
六
四

年
ま
で
勤
め
る
。
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